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　９月15日（金）、仙台市若林区のサンフェスタ（卸町
会館）において、メーカーや商社等42社のご協力を頂
き、第29回宮管・管工事機材展示会を開催したところ、
組合員等523名が来場した。
　開会式は午前９時40分から資材部営業課の木戸口職
員の司会で進められ、はじめに井上理事長から「今年
の展示会は４年ぶりの開催となる。出展メーカー・商
社の皆様、資材委員の皆様方には、出展の準備から会
場の設営までご協力をいただき、お陰様で本日盛大に
展示会を開催できた。心より御礼申し上げたい。今後
も組合員の皆様方に喜んでいただけるよう努めていく
ので、更なるご支援をお願いしたい」と挨拶があった。

第29回宮管・管工事機材展示会を開催第29回宮管・管工事機材展示会を開催

来場者は実際に商品に触れたり、質問したりしていました

テープカット お食事処も賑わいました

井上理事長からの挨拶

続いて、井上理事長、大浦資材副委員長、福田幸穂資材委員、コスモ工機㈱仙台支店の中嶋尚哲支店
長、前澤給装工業㈱仙台支店の三門泰輔支店長によるテープカットが行われ、展示会が開幕となった。
　来場者は、出展メーカーの担当者から商品の説明を聞いたり、製品を手に取って使い心地を確かめ
たりしながら、各ブースをまわっていた。
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　各社毎に趣向を凝らした出展で、中には景品を
用意してゲームを行うブース等もあり、どのブー
スも大好評で、会場内は熱気に包まれていた。
　また、食事処では、「牛めし」と「飲み物」を
用意し、当組合による産直コーナーでは、梨の販
売を行った。
　恒例のお楽しみ抽選コーナーでは、沢山の景品
を揃え、終日大いに盛り上がる中、午後４時、大
浦明資材副委員長の挨拶を以て、大盛況の内に閉
会した。

　展示会の企画・運営に当たられた資材委員並びに出展頂いたメーカー各社の皆様
に心より感謝申し上げます。ご協力誠にありがとうございました。
　これからも組合員の皆様に喜ばれるように、関係者一同、努力して参りますので、
どうぞ宜しくお願い致します。

Mr. みやかん

出展会社（敬称略・50音順）

盛り上がった抽選コーナー

・㈱アカギ　　　　　　　　　　　　　　・㈱タブチ
・旭日産業㈱　　　　　　　　　　　　　・ダブルストーン
・アビトップ㈱　　　　　　　　　　　　・ＴＯＴＯ㈱
・㈱オノマシン　　　　　　　　　　　　・東尾メック㈱
・㈱カクダイ　　　　　　　　　　　　　・西尾レントオール㈱
・㈱川西水道機器　　　　　　　　　　　・㈱日邦バルブ
・㈱キッツ　　　　　　　　　　　　　　・日本鋳鉄管㈱
・㈱クボタ　　　　　　　　　　　　　　・㈱ノーリツ
・㈱クボタケミックス　　　　　　　　　・㈱バルテックジャパン
・倉敷化工㈱　　　　　　　　　　　　　・㈱光合金製作所　
・㈱栗本鐵工所　　　　　　　　　　　　・日之出水道機器㈱
・コスモ工機㈱　　　　　　　　　　　　・フネンアクロス㈱
・ＳＡＮＥＩ㈱　　　　　　　　　　　　・ブリヂストン加工品ジャパン㈱
・サンエス護謨工業㈱　　　　　　　　　・㈱ベンカン
・㈱三金　　　　　　　　　　　　　　　・前澤化成工業㈱
・シーケー金属㈱　　　　　　　　　　　・前澤給装工業㈱
・㈱シバタ　　　　　　　　　　　　　　・前澤工業㈱
・㈱清水合金製作所　　　　　　　　　　・まちのちから合同会社
・ジャパンエンジニアリング㈱　　　　　・未来工業㈱
・積水化学工業㈱　　　　　　　　　　　・㈱ＬＩＸＩＬ
・大成機工㈱　　　　　　　　　　　　　・リンナイ㈱
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　６月28日（水）、当組合３階研修室において、令和５年度宮城県管工業協
同組合安全大会を開催したところ、組合員従業員等69名が参加した。この
安全大会は、特に専門工事業者として自主的な安全衛生管理の向上に努め、
労働災害防止の一層の推進を図ることを目的に毎年開催している。
　当日は、阿部経理係長の司会で開会し、業界関係の物故された方々に対
して黙祷を捧げた後、井上理事長から「安全大会は建設現場や工事現場で
働く労働者を災害から守るため、また労働者の安全に関する知識を深めそ
の意識を高めるために行うものである。労働災害は、あらゆる業種で発生
しているが、建設業の占める割合が非常に高い。死亡者は減少傾向にある

井上理事長
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令和５年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催令和５年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催
～本年度安全スローガンを採択～～本年度安全スローガンを採択～

優良事業所表彰　㈱伊藤工業所 安全の誓いを読み上げる奥山氏

ものの、あくまで減少傾向というだけでゼロではない。ひとたび労働災害が起きると、現場や会社に
影響が出るし、家族も大変辛い思いをする。労働災害をゼロにするためには、感情をコントロールし
メンタルを安定させ、あらかじめ危険等を予知することなど、現場によってその対策は様々だが、ま
ずは安全に近づける努力を惜しまないことが大切。是非100％の安全に限りなく近づけていただきた
い」と挨拶があった。
　次に、来賓を代表して、仙台労働基準監督署長（代理：同署安全衛生課草刈健地方産業安全専門官）
から「建設業における労働災害は長期的には減少傾向が続いており、皆さまの弛まぬ努力の賜物と深
く敬意を表する。一方で、近年は増減を繰り返しており、順調に減少しているとは言いがたい。皆さ
まにおいては、日常の安全衛生管理活動に加え、現場の総点検、教育・研修の充実・強化、緊急時対
応のための訓練、新たな安全衛生管理手法の導入等積極的に取り組まれるようお願いしたい。特に従
来の労働災害防止対策に加え、足場からの墜落・転落防止のための対策強化、個別措置の対象以外と
なる化学物質に対する自律的管理の導入、一人親方等に対する保護措置の義務化といった法令改正に
対しても、適切に取り組んでいただきたい。建設業は基幹産業であり、市民生活及び経済活動に不可
欠なもので、その重要性は益々高まっている。意欲と能力を最大限に発揮し、安全・健康で安心して
働くことができる労働環境となるよう、一層の取組を期待申し上げる」と祝辞をいただいた。
　来賓紹介の後、安全表彰が行われ、井上理事長から優良事業所１社と優良職長２名に対して表彰状
と記念品が、また、安全標語の入賞者５名に賞状と記念品が授与された。
　続いて、優良職長表彰を受賞した奥山和則氏（㈱日幸商會）が参加者を代表して「安全の誓い」を
読み上げた後、安全スローガンの採択に移り、令和５年度宮管安全スローガンとして『快適な職場を
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目指して取り組む安全対策　不断の努力でゼロ災達成』が採択され、全員
で唱和した。
　次に、草刈専門官から、『建設業における安全対策について』と題した
安全講話をいただいた。草刈氏は、はじめに県内における災害の発生の状
況について、「増減を繰り返しながら長期的には減少傾向であるが、これ
はゼロにしなければならないことと、休業４日以上の労働災害も、さらに
減らしていくことが課題である」と話された。また、仙台署管内の労働災
害の発生状況について、建設業では、墜落・転落が32.7％、転倒が15.2％
であり、墜落・転落災害が全体の３分の１を占めること、はしご・脚立、

草刈専門官

屋根、開口部からの墜落が多いことが説明された。また、令和４年度の労働災害発生事例が挙げられ、
原因として、設備面の安全対策等が十分に講じられていないことと、作業員の不安全行動を防止する
ための安全の基本ルール遵守の取組が十分でないことの２点を挙げ、「再発防止策としての安全教育
を深く掘り下げてほしい。現状の確認に限定せず、今後行われる作業の内容についても確認してほし
い」と述べられた。さらに、様々な労働災害の防止対策について説明され、その中で特に熱中症対策
については、これから本格的な暑さが到来するので、異常時の措置として、「少しでも異変を感じたら、
一旦作業を離れ、病院に搬送すること」「全身を濡らして送風するなどして体温を下げること」「一人
きりにしないこと」等を事前に確認していただきたいと注意喚起された。
　最後に相澤良朋総務・厚生副委員長から「今日の話を念頭に置いて、ゼロ災を達成していこう」と
閉会の挨拶があり、大会を終了した。

【来　賓】（以下、敬称略）
　　仙台労働基準監督署安全衛生課　　　草刈　　健　地方産業安全専門官
　　仙台市水道局給水部給水装置課　　　鈴木　広昭　給水管理係長
　　仙台市建設局下水道経営部業務課　　福原　　聡　課長

【優良事業所表彰】　　㈱伊藤工業所

【優良職長表彰】　　　奥山　和則氏（㈱日幸商會）
　　　　　　　　　　高橋　淳也氏（㈱ヨネヤマ設備）

【安全標語】
　　最優秀賞『確認はみんなを守る命綱　今日の安全　明日の笑顔』　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目黒　由衣（㈱同和設備工業所）

　　優 秀 賞『危険の芽　慣れた作業に落とし穴　基本に戻って安全作業』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種市　正彰（中央管工業㈱）

　　入　　賞『気のゆるみ　身近な危険見逃すな　みんなでつなごうゼロ災害』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上野　俊幸（ウエノ設備㈱）

　　入　　賞『「めんどくさい」その一言が命取り　手順を守って安全作業』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　尚志（渡辺建設工業㈱）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　入　　賞『その作業「たぶん・だろう」と油断せず　「かもしれない」と慎重に』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　　真（渡辺建設工業㈱）　



− 5 −

令和５年度宮管安全スローガン

　『快適な職場を目指して取り組む安全対策
　　　　　　　　　　　　　　不断の努力でゼロ災達成』

安全の誓い

　令和４年の県内建設業における労働災害の発生状況は、休業４日以上の死傷者が
410名と前年（342名）に比べて増加、死亡者は前年と同数の５名となりました。
　この結果を踏まえ、引き続き「人命尊重」という基本理念の下、労働者一人ひとり
が安全に働くことのできる職場環境を構築していかなければならないと考えます。
　私ども建設業界では、働き方改革、建設従事者の高齢化、担い手の確保・育成等、
様々な課題が山積していますので、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を効
果的に活用しながら業務の効率化を図るとともに、高年齢労働者の労働災害防止対策
やメンタルヘルス対策などにも積極的に取り組んでいく必要があります。
　私たちは、令和５年度全国安全週間のスローガンである『高める意識と安全行動　
築こうみんなのゼロ災職場』の下、労使双方が決めた安全作業の基本ルールを徹底さ
せ、現場・職場における「災害ゼロ」に向けて最善の努力を尽くして参ることを誓い
ます。

東北支社　〒984-0032

宮城県仙台市若林区荒井6丁目1-14

TEL:022-287-3363　FAX:022-287-3365
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熱心に学んでいました

令和5年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催令和5年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催

　６月22日（木）と23日（金）の２日間にわたり、当組合３階研修室において、
配水用ポリエチレンパイプシステム協会（以下、ポリテック協会）の協力
を頂き、令和５年度当組合の教育・研修事業の一環として、水道配水用ポ
リエチレン管・継手施工技術講習会を開催したところ、組合員等77名が参
加した。
　講習会は、22日の午前の部（９時～ 12時）と午後の部（13時30分～ 16
時30分）、23日の午前の部の合計３回開催し、確認試験の合格者に受講証
が交付された。
　水道配水用ポリエチレン管は、阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊本
地震において被害が確認されていないことから耐震管に認定され、全国の

ポリテック協会
八幡部長

水道事業体での採用が増加している。仙台市水道局発注案件においても、平成30年度より試験施工が
実施され、昨年度から本格採用（50㎜、75㎜、100㎜）されることになった。
　また、仙台市水道局の本格採用に伴い、県内各水道事業体での採用も予想されることから、宮城県
管工事業協同組合連合会会員企業へも受講を案内した。
　22日（木）９時から行われた第１回目には27名
が参加し、はじめに当組合の井上理事長から挨
拶があった後、ポリテック協会の八幡諭需要開
発グループ担当部長から講習会の要領が説明さ
れ講習に入った。
　東日本大震災時、東北地方に埋設されていた
約700㎞の水道配水用ポリエチレン管が無事故
だったことが高く評価されたが、その性能を遺
憾なく発揮させるためには施工者の技術力が不
可欠であり、受講者は、実際の管に触れ講師の
説明を受けながら施工方法を学んでいた。
　講師、講習内容は次のとおり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・講師　　　配水用ポリエチレンパイプシステム協会委員及び講師認定者　
・講習内容　○座学
　　　　　　　①水道配水用ポリエチレン管についてのビデオ、施工マニュアルによる基本技術説明
　　　　　　○実技
　　　　　　　①電気融着接合の説明と実技実習
　　　　　　　②サドル付分水栓（鋳鉄サドル）取付・穿孔の説明と実技実習
　　　　　　　③メカニカル接合の説明と実技実習
　　　　　　○確認試験
　　　　　　○質疑応答
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宮城県立仙台高等技術専門校職業講話を開催宮城県立仙台高等技術専門校職業講話を開催

　８月25日（金）、宮城県立仙台高等技術専門校（以下、高技専）設備工事
科の実習室において、仙台市水道局と合同で職業講話を開催した。開催に
あたっては、当組合からメーカー３社（㈱クボタ・積水化学工業㈱・前澤
給装工業㈱）に依頼し、協力をいただいた。
　この講話は、配管技能を習得し資格を取得しながら就職を目指している
設備工事科の生徒の意識高揚と職業観の醸成を図るために企画されたもの
であり、高技専からの依頼を受け、昨年に引き続き２度目の開催となった。
　当日は午前９時30分から開講し、はじめに高技専設備工事科の佐藤猛彦
先生から開催の目的が説明された後、井上理事長が講師となって「管工事

井上理事長の講話

集合写真

高技専　佐藤先生

業の役割と将来」と題した講話を行った。当組合の概要、管工事業（配水管工事・ビル設備・住宅設備）、
東日本大震災への取り組み、建設業の面白さ等について説明した後、生徒一人ひとりに聞きたいこと
を求めたところ、労働時間や待遇等、多岐
にわたって質問が出され、理事長が一つひ
とつ丁寧に答えた。
　続いて、仙台市水道局から仙台市の水道
事業の説明と、市役所技術系職員の働き方
の紹介があった。その後、㈱クボタからダ
クタイル鉄管の概要について、積水化学工
業㈱から水道配水用ポリエチレン管の施工
について、前澤給装工業㈱から水道管路と
給水装置の役割について、それぞれ担当者
から説明され、生徒たちは管工事業につい
て理解を深めた。
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令和５年度宮管親善ゴルフコンペを開催令和５年度宮管親善ゴルフコンペを開催

　９月19日（火）、仙台市泉区の泉パークタウンゴルフ倶楽部において、令
和５年度宮管親善ゴルフコンペを開催したところ、組合員及び取引先等62
名が参加した。このコンペは、福利厚生事業として総務・厚生委員会が担
当して実施した。
　開会式で、松岡清一委員長の挨拶と渡邉修一委員による競技方法の説明
があった後、ＯＵＴとＩＮコースの二手に分かれてスタートした。このゴ

井上理事長（左）から
トロフィーを受け取る佐藤社長

順　位 氏　名 会　　社　　名 ＯＵＴ ＩＮ GROSS HDCP NET
優　勝 佐藤　　健 佐静建設㈱ 45 47 92 24.0 68.0
準優勝 内海　光也 東海鋼管㈱ 50 46 96 26.4 69.6
第３位 壹岐　孝志 （一社）宮城県空調衛生工事業協会 48 45 93 21.6 71.4
第４位 万城目兼司 熱研プラント工業㈱ 48 45 93 21.6 71.4
第５位 神田　和隆 ㈲明和設備工業 51 50 101 28.8 72.2

ベストグロス 佐藤　秀一 大盛設備工業 38 45 83 6.0 77.0

松岡委員長

ルフ場は、仙台市内より車で約
30分に位置する広大な丘陵地に
レイアウトされた美しいコース

で、各ホールゆったりしており、隣接ホールが見えるとこ
ろが少ない完全セパレートコースになっている。当日は天
候にも恵まれ、参加者は腕前を競いながらスポーツの秋を
満喫した。
　ホールアウト後の表彰式では、はじめに井上理事長から
挨拶があり、安達一昭総務・厚生委員から成績が発表され、
佐静建設㈱の佐藤健社長が見事初優勝を果たした。
　なお、結果は次のとおり。
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　６月12日（月）、仙台市宮城野区の宮城県消防学校において仙台市の総合防災訓練が開催され、防災
関係機関及び災害時応援協定締結団体等が連携した実動訓練が実施された。
　当組合は、仙台市と締結している「災害時等における水道施設復旧等の応援に関する協定書」に基
づく応援要請を受け、組合役職員３名とトラック１台が出動し、応急給水訓練に参加した。

仮設水槽積込

仮設水槽組立

　総合防災訓練は、長町−利府線断層帯を震源とする直下
型地震により、市内で震度６強を観測し、ライフラインの
途絶等の被害が発生しているという想定で行われた。訓練
は避難所設営、道路啓開、事故車両救出、火災防御救出、
外部給電など13種の訓練で構成され、その一つである応急
給水訓練では、仙台市水道局危機管理室及び給水装置課の
指導のもと、他団体からの参加者11名、給水車３台と連携
して、一つひとつの手順を確認しながら実施した。
　当日は朝８時30分に水道局卸町庁舎に集合し、仮設水槽

（１㎥）の積み込みと給水車注水補給を行ったのち、車列を
組んで訓練会場である県消防学校に向かった。屋外グラウン
ド脇の応急給水訓練会場に配備完了後は、訓練視察者や報道
関係者に対して、仮設水槽組立、仮設水槽注水補給及び応急
給水活動の各手順を公開した。
　仙台市では、昭和53（1978）年に発生した宮城県沖地震を
契機として、例年６月の「市民防災の日」に総合防災訓練を
実施しているが、近年はコロナ禍により、密を避けてWeb
利用の情報伝達訓練や、ビデオ映像によるリモート参加を余
儀なくされたが、今年度は、久しぶりに一同に会しての実動訓練となった。
　水道局ではローリー型給水車６台（２㎥３台、３㎥２台、４㎥１台）を保有し、すみやかな応急給
水活動を可能としているが、さらに広域的な断水が発生した場合を想定して、車載型アルミ製水槽34
基（１㎥ 28基、２㎥６基）と仮設水槽64セットを各浄水場などに配備しており、数量の多い車載型
水槽の運用や仮設水槽の運搬・組立は、当組合や組合員が有する機動力と人員による応援が必要不可
欠となっている。
　なお、近年、県内各地で大雨や地震による断水事故が高い頻度で発生しており、当組合では水道局
の要請を受けて、令和元（2019）年10月に丸森町、令和３（2021）年２月には山元町へ仮設水槽の運
搬を行っているが、日頃の訓練を通して、組合内で仮設水槽の運搬・組立の体験者を増やしていくこ
とも今後重要である。

令和5年度仙台市総合防災訓練実施令和5年度仙台市総合防災訓練実施～当組合も応急給水訓練に参加～～当組合も応急給水訓練に参加～
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仙台市給水100周年記念水道フェア2023開催仙台市給水100周年記念水道フェア2023開催

　７月25日（火）、仙台市青葉区のせんだいメディア
テークで仙台市水道局主催による「仙台市給水開始
100周年記念水道フェア2023」［共催：公益財団法人仙
台市水道サービス公社・宮城県管工業協同組合］が開
催された。
　このフェアは、仙台の水道水のおいしさや安全性、
災害に備えた取組等を市民にアピールするとともに、
子どもから大人まで水道について学べる機会として、
また、給水開始100周年記念イベントとして４年ぶり
の実施となった。

たくさんの来場者で賑わいました

佐藤水道事業管理者からの挨拶

　フェアは午前11時に開会し、はじめに「100周年記念作品コンテスト絵てがみ・写真」の優秀作品
に対する表彰式が行われ、佐藤伸治仙台市水道事業管理者から入賞者へ賞状と記念品が贈られた。ス
テージイベントでは「ほやドル・萌江さんによるトーク＆ライブ」や「ラプラスとの撮影会」、「仙台
の水道に関係する広瀬川や四ツ谷用水を内容とした“紙芝居”の読み聞かせ」が行われたほか、浄水
場で水がきれいになる仕組みを実験を交えて紹介する「浄水場ラボ」や仙台水道100年の歴史を紹介
した「仙台水道歴史を知ろう」等、水について楽しく学べるコーナーが盛り沢山だった。また、「スー
パーボールすくい」は子供たちから大人気で、場内は終始賑った。
　当組合は、模擬配管（水道メーターを含む宅内
給水装置の一部）を展示し、水道水の流れに沿っ
た給水装置のしくみと、漏水の見分け方等につい
て説明した。また、「水まわりの相談コーナー」
を設け、当組合上下水道委員会の神田和隆委員（㈲
明和設備工業）と古山幸司委員（山幸綜合設備㈱）
が市民からの相談に丁寧に応じ、疑問や心配事に
答えることで、当業界のイメージアップに努める
とともに、“地元組合加盟の指定水道工事店にお
気軽にご相談ください”と書かれた全管連作成の
リーフレットと当組合の組合員名簿を配布しなが
ら組合のＰＲを行った。

皆さん楽しみながら学んでいました 相談コーナーの様子
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2023仙台市下水道フェア開催2023仙台市下水道フェア開催

　９月３日（日）、仙台市青葉区の勾当台公園で「2023仙台市下水道フェア」
が開催された。このフェアは、下水道用資機材や浄化槽の展示、維持管理
車両のデモンストレーション、管内調査用ロボットカメラの操作体験、ク
イズやゲームなどを通じて、楽しみながら下水道と水環境について広く市
民に知ってもらい、また、その重要性について考えてもらうイベントとし
て実施された。令和元（2019）年までは毎年11月３日の文化の日に、青葉
区民まつりと同時開催で、仙台市議会棟前駐車場において行われてきたが、
その後、コロナ禍で中断を余儀なくされ、また、９月から市役所庁舎の解
体工事が始まることで、例年のイベントスペースが確保できなくなったこ

家族連れに人気でした

景品をプレゼントしました 空き缶釣りの様子

下水道フェア実行委員会　
佐藤会長

となどから、今回の単独開催となった。
　フェア当日は、設営準備中に強い雨に襲われたものの、間もなく晴れ上がり、午前10時に下水道フェ
ア実行委員会の佐藤秀樹会長（仙台市建設局長）の挨拶で開幕し、お客様をお迎えした。８月から続
く猛暑は、この日も衰えることなく気温は32℃まで上がったが、隣の市民広場では「仙台エコフェス
タ」が開催されていたこともあって、会場は多くの家族連れで賑わった。
　当組合は、上下水道委員会の郷古孝雄委員長（㈲藤英
工業）と星川勇委員（㈲嘉平工業所）、そして日之出水
道機器㈱と前澤化成工業㈱のメーカー２社に協力を頂
き、組合役職員と合わせて９名の体制でフェアの盛り上
げに汗をかいた。当組合のブースでは、仙台市で撮影が
進められた映画「ゴールデンスランバー」でも実際に使
われた煉瓦下水道を精密にプリントしたご当地マンホー
ルや、公共汚水ます用塩ビますなどを展示するとともに、
下水道の仕組みや当組合のパンフレット等を配布した。
　また、例年同様、日之出水道機器㈱に、おもちゃの釣
竿を使って空き缶を吊り上げる子ども対象のゲームと景品を準備して頂いた。上手く空き缶を吊り上
げると、くじ引きで全国のデザインマンホールの図柄がついたコースターやキーホルダー等がプレゼ
ントされるとあって、たくさんの子どもたちや大人からも人気を集めていた。
　閉幕の15時まで真夏並みの強い陽射しが続き、暑さと闘うイベントとなったが、熱中症の予防に努
め、また理事をはじめ多くの関係者の皆様から労いや励ましをいただき、充実した熱い一日となった。
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　６月21日（水）、仙台市青葉区の宮城県管工事会館９階大会議室において、
㈱宮城県管工事会館第50期定時株主総会が開催され、株主32社8,120株（委
任状出席の19社801株を含む）が出席した。
　午後２時、司会を務めた小野修司取締役（当組合理事）より、総会が適
法に成立していることが報告され、菅原雅美代表取締役社長（当組合副理
事長）から、「先行き不透明な経済状況が続いているが、当会館は新規テ
ナントの入居や既存テナントの増床により、令和５年３月末時点で空室率
が1.5％と前年度の5.5％より大きく改善した。その結果、前期以上の増収
となり、当期利益を出すことが出来た。昨年は、会館創立50周年記念行事

㈱宮城県管工事会館第50期定時株主総会開催㈱宮城県管工事会館第50期定時株主総会開催

菅原社長

を挙行したほか、エレベーターの改修更新工事、トイレの排気設備更新工事等を実施したが、新年度
は駐車場整備を予定している。今後とも健全経営に努めていくので、株主の皆様には更なるご支援と
ご理解を賜りたい」との挨拶があった。
　続いて、定款に基づき、菅原社長が議長に就任して議事が進められ、第１号議案と第２号議案の両
議案が原案どおり可決された。
　総会議案は次のとおり。

第１号議案　事業報告及び計算書類承認の件
第２号議案　役員報酬決定の件

株主総会の様子
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第49回全管連東北ブロック支部長会議開催第49回全管連東北ブロック支部長会議開催

　９月７日（木）、仙台市青葉区の江陽グランド
ホテルにおいて、第49回全国管工事業協同組合
連合会（以下、全管連）東北ブロック支部長会
議が開催され、全管連本部から藤川幸造会長、
篠野義秀理事・総務部会長、粕谷明博専務理事、
渡辺皓相談役（当組合常任相談役）、仲村信慶
主任、吉田大地職員をお招きし、会員等40名が
出席した。
　会議は、東北ブロック事務局を与

あずか

る当組合の
千葉事務局長が司会を務め、はじめに全管連の
鹿野淳一副会長・東北ブロック長（山形県連会
長）から挨拶があり、続いて藤川会長から祝辞を頂いた後、鹿野副会長が議長に就任し、以下の議題
について協議された。

［議題及びその提案主旨］

１．各県支部からの意見交換事項

①技術者の高齢化に伴う技術継承及び人材不足の対応策について（福島県支部）
　2025年問題として、国では建設業の労働人口が約90万人不足すると予測しています。建設業就業者
数は、1997年の685万人をピークとして減少が続いており、現在ではピーク時の約７割の485万人まで
減少し続けています。また、その中でも就業者の高齢化率も高くなってきており、55歳以上が約35％
の割合を占めるに至っています。
　建設業に関する最新動向では、建設投資額は右肩上がりとなっており、2022年度の建設投資は66兆
9,900億円（前年度比0.6％増）にのぼるが、建設就業者は高齢化が進行し、次世代への技術継承が必
要と言われています。
　このような中、建設業は少子高齢化や若者の建設離れにより、人材の確保が困難になっています。
また、団塊世代の大量退職や技能者の地位の不安定化などが技術継承や人材育成にも影響を与えてい
ます。
　これらの課題に対処するためには、業界のイメージ向上、建設生産システムの適正化（ＡＩやＩＣ
Ｔの利活用なども含む）を図りながら、技術者や担い手の確保・育成に関わる様々な課題について横
断的に対応していくことが必要と感じていますが、各県支部の取り組み状況についてご教示願います。

②時間外労働上限規制と週休二日制への対応について（宮城県支部）
　少子高齢化により労働人口減少が今後も続いていく状況下で、我々業界の将来を担う人材確保の課
題に対し、新３Ｋといわれる労働環境改善への取り組みと実現が求められています。
　長時間労働の是正、とりわけ時間外労働の罰則付き上限規制適用への対応は必須であり、また、休
日の確保については、土・日・祝日の休校が至極当然の学生生活を送ってきた若者にとって、就職先
の週休二日制は生活環境の「一丁目一番地」として最低条件になっております。
　そのような中にあって、先般、全管連本部より『待機業務と時間外労働の上限規制への注意点につ

会議の様子
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いて』（令和５年６月５日付の全管連発５第107号）が発出され、水道事業体から水道の維持管理に関
する業務を受託している当該組合や組合員企業等にとりまして、待機業務の条件如何によっては大変
参考になる考察資料が示されました。
　また、宮城県では令和元年度から、宮城県内の公共工事において、国土交通省東北地方整備局、農
林水産省東北農政局、宮城県当局と宮城県建設業協会、宮城県建設産業団体連合会が協働し、官民連
携により土曜日を一斉に現場閉所日とする『週休二日制普及促進ＤＡＹ』を設け、令和５年度からは
年間を通じて毎週土曜日を現場閉所日として設定した週休二日制の実施を目指しております。
　この取組の実現度合いには、業界内でもまだ企業間格差があるものと感じておりますが、しかし、
これを実現していかなければ、週休二日制の他産業はもとより、同じ業界内での若年労働者確保競争
の土俵に上がることが早晩できなくなると危惧しております。
　つきましては、各県業界での時間外労働上限規制適用への対応状況と、週休二日をはじめとした休
日確保及び休日増への取り組み状況についてお聞かせ願います。

③災害発生時における組合員及び組合職員の安否確認の手法について（宮城県支部）
　宮城県管工業協同組合（以下、「宮管組合」という。）では、災害が発生した場合、仙台市と1997（平
成９）年に締結している『水道施設復旧等の応援に関する協定書』に基づき、水道局からの要請を受
けて、応急給水と応急復旧に人員と資機材を充てて一連の応援活動に従事することとしており、東日
本大震災の際も、この協定に基づいて対応致しました。
　宮管組合では、組合員と組合職員が発災時に緊急対応を図るための初動を『災害時における水道施
設復旧等応援活動に関する要綱』としてまとめ、その携帯用要約版を『地震災害マニュアル』として
作成し、運用しておりますが、この度、発災直後からその後数日間にわたる一連の活動について、関
係各所と連携を図り、限られたリソースで実行可能な事業継続計画（ＢＣＰ）を策定することとし、
現在その作業を進めております。
　ＢＣＰは今日、特に社会インフラに携わる企業や団体は具備しておくことが社会的要請となってお
りますが、何よりも、先ずはその前提となる社員やその家族等の安否を正確に把握し、安全確保を図
る必要があることから、現在、組合職員と組合員にとって、いざという時にどのような安否確認のシ
ステムが使いやすく、また確実なのか、市販のアプリ等の導入を含めて検討しております。
　つきましては、各県組合等におかれまして、既に安否確認のシステムを導入しておられる、もしく
は通常の通信手段を用いて運用を工夫することで安否確認の方法を確立されている事例などございま
したらご教示願います。

２．全管連本部への質問事項

①重層下請構造の改善に向けた現状について（福島県支部）
　国土交通省では、平成28年度の中央建設業審議会・社会資本整備審議会産業分科会建設部会基本問
題小委員会中間とりまとめにおいて、重層下請構造に関する対応の方向性として、重層下請構造は個々
の企業において、工事内容の高度化等による専業化・分業化、必要な機器や工法の多様化への対応等
のため、ある程度は必然的・合理的な側面があるとされる一方、重層的な施工体制では、施工に関す
る役割や責任の所在が不明確になること、品質や安全性の低下、下位下請の施工対価の減少、労務費
へのしわ寄せの恐れがあるなど、様々な影響や弊害が指摘されています。
　重層下請構造を改善していくためには、建設業法の遵守、建設生産システムの適正化、施工管理を
伴わない契約の排除など建設業全体での見直しが必要となってきますが、全管連としての見解、ある
いは取り組んでいること等があればご教示願います。
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②ウォーターＰＰＰについて（宮城県支部）
　国（内閣府）では、公共の施設とサービスに民間の知恵と資金を活用することを狙い、ＰＰＰ／Ｐ
ＦＩ推進アクションプランを定め、その普及拡大を進めています。アクションプランは今年改訂され、
導入案件の上積みを10年間で具体化する「事業件数10年ターゲット」の設定を行いました。
　その中で上工下水道にかかる分野としては、コンセッションの他、コンセッションに段階的に移行
するための官民連携方式として長期契約で管理と更新を一体的にマネジメントする方法を『ウォー
ターＰＰＰ』と総称し、アクションプラン期間10年間（令和４年度～ 13年度）で、水道100件、下水
道100件、工業用水道25件の導入目標を設定し、多様な官民連携方式の導入拡大と加速化を推進して
います。
　また、下水道や工業水道については、管路等の改築にあたって、事業体のウォーターＰＰＰ導入を
交付金対象事業の要件とすることが公表されています。
　今後、多様な官民連携方式が導入されることが予想されることから、業界・組合が主体的に関わる
ことができるよう、早い段階から情報収集や水道事業体との意思疎通に努めることが必要であると考
えます。
　ウォーターＰＰＰの仕組みや今後の予想される展開、そして管工事業界としての心構え等について
ご教示願います。

３．その他の事項

①全管連東北ブロック令和４年度収支決算報告について
②第50回（次年度）全管連東北ブロック支部長会議の開催地について
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仙台市技能職団体連絡協議会令和5年度優秀技能者表彰受賞仙台市技能職団体連絡協議会令和5年度優秀技能者表彰受賞

　６月26日（月）、仙台市宮城野区の仙台サンプラザで開催された仙台市技能職
団体連絡協議会（以下、仙技連）令和５年度通常総会の前段において、令和５
年度優秀技能者表彰式が挙行され、18職種29名が表彰された。
　この表彰は、仙技連を構成する会員の中から、経験15年以上を有し、他の模
範と認められた方を対象に実施している。
　今回、配管職部門としては、当組合から推薦した三ツ井修司氏（㈱ヨネヤマ
設備）が受賞した。
　誠におめでとうございます。㈱ヨネヤマ設備

三ツ井氏
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令和５年度産業安全衛生宮城大会開催令和５年度産業安全衛生宮城大会開催
～佐静建設㈱・㈱三浦組が建設業労働災害防止協会宮城県支部長賞を受賞～～佐静建設㈱・㈱三浦組が建設業労働災害防止協会宮城県支部長賞を受賞～

　７月３日（月）、名取市の名取市文化会館において、
令和５年度産業安全衛生宮城大会が行われ、当組合
から推薦した佐静建設㈱（代表取締役社長　佐藤健
氏）と他団体から推薦を受けた組合員㈱三浦組（代
表取締役社長　三浦修氏）が、安全管理活動が優良
で長期の無災害を持続している事業場として建設業
労働災害防止協会（以下、建災防）宮城県支部長か
ら優良賞を受賞した。
　大会は午後１時15分、（公社）宮城労働基準協会の

佐静建設㈱　佐藤社長 ㈱三浦組　三浦社長

阿部俊徳会長の開会のことばで開会し、主唱者である宮城労働局の竹内聡局長の挨拶に続き、来賓を
代表して宮城県知事（代理：経済商工観光部　小嶋淳一副部長）より挨拶があった。
　次いで、安全衛生表彰が行われ、厚生労
働大臣表彰、宮城労働局長表彰、（公社）宮
城労働基準協会長表彰、建災防宮城県支部
長賞、陸上貨物運送事業労働災害防止協会
長表彰が授与された。
　続いて、大会宣言の採択、東北大学スマー
ト・エイジング学際重点研究センターのセ
ンター長である瀧　靖之医師（医学博士）
による「生涯健康脳～健康で安全に働き、
イキイキと暮らす～」と題した講演が行わ
れ、大会を終了した。

大会の様子
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全国管工事業協同組合連合会　令和５年度スローガン

　７月３日（月）、愛媛県松山市の愛媛県県民文化会館において全国管工事業協同組合連合会の第62回
通常総会が開催され、令和５年度スローガンが次のとおり決議されました。

１．災害時の応援体制を強化しよう 
１．目指そう若年層のイメージＵＰ・発信しよう管工事業の大切さ
１．未来を託す若者が希望を持って働ける職場環境を作ろう

一般社団法人日本空調衛生工事業協会　令和５年度スローガン

　５月23日（火）、東京都千代田区の帝国ホテル東京において一般社団法人日本空調衛生工事業協会の
第75回通常総会が開催され、令和５年度スローガンが次のとおり決議されました。

１．情報技術の活用等による生産性の向上と適正な施工体制の確保に努め
るとともに、施工現場の４週８閉所の拡大を図ることにより、「働き
方改革」を推進し、未来を担う多様な人材の確保・育成を図ろう

２．長時間労働を是正するための取り組みを強化し、「働き方改革関連
法」の適用に備え、健康で安全な労働環境づくりを進めよう

３．地球温暖化防止に積極的に取り組み、脱炭素社会（カーボンニュート
ラル）の実現とＳＤＧｓの達成に貢献しよう

４．法令の遵守と企業の社会的責任を果たす事業運営を徹底しよう

５．空調衛生設備の独自性や重要性をアピールし、直接発注（分離発注）
等の適切な発注方式の推進と許可業種区分「機械設備一式工事」等の
実現を目指そう　　
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2023年度の注目の助成金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北山ＦＰ社会保険労務士事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　北　山　茂　治

社会保険労務士からの目

　2023年度は、新型コロナウイルス対応に伴う特例措置の雇用調整助成金はなくなりました。さらに、
2016年度から制度が導入されていた「生産性要件」も廃止となっています。
　しかし新たに「賃金アップ・採用・従業員教育」をキーワードに、助成金が新設・改正されていま
す。そして、時間外労働の上限規制が適用猶予されていた業種にも2024年度から当該規制が適用され
ることに伴い、新しい助成金のコースができています。
　
＜時間外労働の上限規制が適用猶予されていた業種の助成金コース＞
　来年４月からいよいよ時間外労働の上限規制が適用猶予されていた業種に当該規制が適用されるこ
とに伴い、働き方改革推進支援助成金として新しく「適用猶予業種等対応コース」が新設されました。
建設業、運送業、病院等、砂糖製造業のコースがありますが、ここでは建設業について説明します。

　□対象事業主
　　生産性を向上させて労働時間の削減や週休２日制の推進に向けた環境整備に取り組む建設業の中

小企業

　□助成の対象となる成果目標
　　以下の①と②のうち１つ以上選択し、実施してください。
　　　①月60時間を超える36協定の時間外・休日労働時間数を縮減させること
　　　　時間外・休日労働時間数の合計時間数を月60時間以下、または月60時間を超え月80時間以下

に設定すること
　　　②全ての対象事業場において、４週における所定休日を１日から４日以上増加させること
　　　※上記①と②に加えて、指定する労働者の賃金額を３％以上または５％以上引き上げを行うこ

とを成果目標に加えることができます。
　
　□助成の対象となる取り組み
　　労働生産性を上げる機器の導入等の実施も必要です。
　　例えばフォークリフトの購入や土木工事積算システムの構築などです。

　□助成額
　　助成の対象となる成果目標の達成状況に応じて実施に要した経費の一部が支給されます。
　　助成額は、合算で最大830万円です。（成果目標の達成状況に応じて実施に要した経費の3/4か4/5

が支給されます。）
　　※「助成の対象となる成果目標①」の上限額は250万円、「助成の対象となる成果目標②」の上限

額は100万円（所定休日１日当たり25万円）、賃上げした場合の加算額の上限は480万円です。
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　□交付申請の締切　
　　2023年11月30日木曜日（締切前でも予算が無くなり次第終了します）

＜賃金アップに関連する助成金＞
　最近の物価高騰により賃上げをすると助成額が増額する条件の助成金が増えています。
　更に、８月８日の厚生労働大臣の会見で「中央最低賃金審議会の答申においては、事業場内で最も
低い時間給を一定以上引き上げるとともに、生産性向上に資する設備投資を行った場合に、その設備
投資の費用の一部を助成する業務改善助成金について、対象となる事業場の拡大、小規模事業者が活
用しやすくなるような拡充、最低賃金が相対的に低い地域への重点的な支援が要望されているところ
です。こうした要望も踏まえ、中小企業・小規模事業者の皆様が最低賃金の引上げに対応し、賃金の
引上げに応じた生産性の向上に取り組んでいただけるような対応をできるだけ早期に行うよう検討を
進めてまいります。詳細につきましては、検討内容を踏まえて後日発表したいと考えております。」
との発表もありましたので、今後、最低賃金の引き上げに絡んで業務改善助成金に注目する必要があ
りそうです。※８月31日から制度拡充されています。詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。
　
＜採用に関連する助成金＞
　採用に関連する助成金については、キャリアアップ助成金（正社員化コース）、特定求職者雇用開
発助成金などがあります。
　さらに、今年度は、「産業雇用安定助成金（事業再構築支援コース）」が新設されました。これは第
10回と第11回の事業再構築補助金の採択を受けた企業であることが助成金の対象と限定的ではありま
すが、助成額が最大1,400万円という大型助成金のため、注目を浴びています。内容は、専門スキル
がある労働者を補助事業実施期間内に採用した場合に、採用から６カ月後と12カ月後に各140万円が
支給されるというものです。対象人材は、新事業を行うために必要なスキルがあり、年収350万円以
上の労働者です。１事業所で最大５人まで助成金の対象となります。

＜従業員教育に関する助成金＞
　従業員教育系の助成金として、従業員の賃金や研修費用を助成する「人材開発支援助成金」があり
ます。「人材開発支援助成金」には、昨年度の４月から「人への投資促進コース」が、12月にも「事
業展開等リスキリング支援コース」が追加で新設されました。今年度は、「特定訓練コース」、「一般
訓練コース」、「特別育成訓練コース」の３つのコースが「人材育成支援コース（有期実習型訓練）」
に統合され、より利便性が高くなりました。

※人材開発支援助成金
　「人材育成支援コース（有期実習型訓練）」を受給した後に、「キャリアアップ助成金（正社員化コー
ス）」を受給すると「訓練加算額」95,000円が加算されます。

　興味のある助成金はありましたか。
　なお詳細は、厚生労働省ホームページか「令和５年度雇用・労働分野の助成金のご案内（簡略版）」
パンフレットを確認してください。

参考資料：「令和５年度雇用・労働分野の助成金のご案内（簡略版）」パンフレット　厚生労働省
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青年部コーナー

仲間と共に仲間と共に

代表幹事　髙田　浩之（ウォーターワークス仙台㈱）

　７月12日（水）、宮城県管工業協同組合３階研修室において「令和５年度
宮管青年部全体会議」を開催しました。
　コロナ感染拡大防止状況を垣間見て、昨年度から行える事業を徐々に実
施して参りましたが、今年は約４年振りに例年通りに計画した全事業を行
うことを決め、会議を行いました。
　冒頭、本山会長より、令和５年度のスローガン“雲外蒼天　交流と研鑽
を仲間と共に”の説明があり、「コロナ禍前の状況に事業を戻す為、会員

全体会議の様子

同士コミュニケーションを取って各事業に取り組んで参りましょう」との挨拶がありました。
　続いて大友副会長から、年々会員数が激減していること、コロナ禍期間に入会した会員が事業を企
画する上で、未経験の事業もあるため計画が困難になってしまう恐れがあることから、役員も共に委
員会に入り計画を進めていく旨の方針説明がありました。
　今年も会員全員が２事業委員会に分かれ、委員会所属メンバー全員で計７事業を行う予定です。更
に、隣県の山形県にて行われる「第27回全管連青年部通常総会」への参加、数年中止となっていた「親
組合への事業活動報告会」も開催させて頂く事としております。各方面から、青年部活動も大切だが
本業を疎かにせぬ様にと温かいご指導も頂いておりますが、今まで諸先輩方が築き上げて頂いた事業
を今の時代に合った開催方法に変え、預
かったバトンを心強い後輩達へ継いでい
けるように取り組んでいるところでござ
います。所属会員数の減少等、早急に取
り組まなければいけない課題にも直面し
ておりますが、自分達の身の丈に合った
有意義な会として運営していけるよう

“仲間と共に”今年も取り組んで参りま
すので、皆様ご指導・ご協力の程引き続
き宜しくお願い致します。

本山会長
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Mr. みやかん

冷媒銅管用ワンタッチ継手「エフ－１」
㈱タブチ

【商品詳細】
　「エフ−１」はワンタッチ挿入で接合できる冷媒銅管用「火無し継手」です。

【特徴】
①火を使用しません。
　「シール部材」と「管の抜け止め防止部材」を内蔵しているので管と継手の接合が容易に行えます。
②特殊技能はいりません。
　「エフ−１」は継手に管を挿入するだけで施工が容易に行えるので施工上専門的な特殊技術はいり

ません。
③締付工具やプレス工具は使用しません。
　「エフ−１」は締付工具やプレス工具を使用しないので狭い天井裏などの狭小スペースで容易に施

工が行えます。
④施工時間が40％以上短縮できます。（当社比）
　「エフ−１」は火器を使用しないので従来工法（ロウ付け工法）の付帯作業が削減でき、従来工法

に比べて、施工時間を40％以上短縮（当社比）できます。

【構造】
①空調業界で実績のあるシール部材を使用。
　「エフ−１」のシール部材は空調業界で使用実績のあるシール部材を使用しています。
　継手と管の接合部はダブルシールにしています。
②逆刃構造のステンレス製ロックリング。
　「エフ−１」の抜け止め構造はステンレス製の逆刃構造によって管が抜け出し方向に力が負荷した

時、ロックリングが管に食い込む構造となっています。
③結露水の侵入防止構造。
　「エフ−１」の結露水侵入防止構造は継手先端部にシール部材を設け、継手内部に外部からの結露

水の侵入を防止する構造となっています。
④圧力損失低減構造。
　「エフ−１」の内径は凸凹が少なく、銅管内径に近い寸法となっているので抵抗（圧力損失）が小

さくなるような構造となっています。

【講習会】
　「エフ−１」の講習会開催を随時受け付けています。講習会を受講頂いた方には「受講修了証」を

発行します。ご用命お待ちしています。

〔問合せ先〕
　㈱タブチ　仙台支店
　〒981-3133　仙台市泉区泉中央4丁目19番地の1プラーナ泉中央206
　TEL 022-380-8801　FAX 022-380-8820

我が社のおすすめ品！我が社のおすすめ品！

当組合お取引資機材メーカー
各社様が、おすすめする製品
を紹介するコーナーです。



− 23 −



− 24 −

Mr. みやかんの「これ知ってる？」

「すし」
　豊かな実りの秋となりました。秋が旬の魚といえば、サンマ、サケ、カツオなどがありますが、そ
の他にも脂がのった美味しいものが多く出回ります。そこで、昭和36（1961）年11月、全国すし商生
活衛生同業組合連合会（略称：全国すし連）の第４回熊本大会の会議において、11月１日を「実りの
秋・収穫の秋・米への感謝の日」として「全国すしの日」とすることが決議されました。
　さらに、この11月１日という日付の由来には、もうひとつあります。歌舞伎の演目の「義

よし

経
つね

千
せん

本
ぼん

桜
ざくら

（※）」の中で、 平
たいらの

維
これ

盛
もり

がすし屋の弥助に改名したのが11月１日だったということが意識されてい
るそうです。

　（※）源平合戦で滅んだはずの平知
とも

盛
もり

、維盛、教
のり

経
つね

が実は生きていたという設定で、彼らのその後
の人生を描いた作品

Ｑ　店名などに使われている「鮓」「鮨」「寿司」「すし」等の表記は、どれが正しいか？
Ａ　どれも正しい。

「鮓」…多く使われているのは大阪。
　もともと「鮓」という漢字は発酵した魚を指す字で、８世紀ごろに日本に伝わった「なれずし」（魚
を塩と米飯に漬けて発酵させた鮓のことで、冷蔵庫がなかった時代に長期保存が可能な食べ物だった）
を指して使われたことが由来。なれずしは乳酸発酵により酸味を生じさせるもので、これが本来の形
態といわれている。

「鮨」…多く使われているのは東京。
　江戸時代に、なれずしとは違う江戸で生まれた江戸前の「握り鮨」を指して使われたことが由来。
握り鮨は1829（文政12）年が文献的初出である。握り鮨が誕生すると、たちまち江戸っ子にもてはや
されて市中にあふれ、江戸のみならず文政の末には関西にも「江戸鮨」を売る店ができた。

「寿司」…多く使われているのは京都。
　京都では寿司を献上品として朝廷に納めた歴史があり、「めでたい」ということでこの当て字が使
われたとされている。「ことぶきをつかさどる」と書く寿司は縁起がよいもの、祝いの席で食べるも
のという意味がある。
　　　　

「すし」…平仮名表記が使われているのは全国。
　全国ですしの協会のような組織を作ろうとした時、各地のすしの漢字がバラバラで一つの漢字に統
一できなかった。そこで、苦肉の策として平仮名が使われ、全国すし連という全国組織が設立された。

なれずしは、日本各地に郷土料理として残っており、はたはたずし（秋田県）、鮒
ふな

ずし（滋賀県）、ますずし（富山県）、あんこうずし（茨城県）、柿の葉ずし（奈良
県など）が有名です。

Mr. みやかん
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組 合 の う ご き

６月１日（木）・㈱宮城県管工事会館役員会に井上理事長、菅原・小林両副理事長外出席
　　　　　　・仙台市総合防災訓練に係る事前打合せ会に堀理事出席
６月２日（金）・青下の杜プロジェクト（花植え体験）に堀理事外参加
６月５日（月）・東北建設専門工事業団体連合会・（一社）宮城県建設専門工事業団体連合会令和５年度

総会懇親会に井上理事長出席
　　　　　　・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”盛夏号の発刊について
６月６日（火）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①組合新規加入申込者について
　　　　　　　②宮管安全大会の実施について
　　　　　　　③宮管親善ゴルフコンペの実施について
　　　　　　　④給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会の実施について
　　　　　　　⑤宮管親善ボウリング大会の実施について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①令和６年度新規事業について
６月７日（水）・東北みらい地域づくりフォーラムに井上理事長、吉田専務理事出席
６月８日（木）・６月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③総務・厚生委員会報告
　　　　　　　④広報委員会報告
　　　　　　　⑤令和５年度通常総会等報告
　　　　　　　⑥令和４年度出資金に対する配当金の払い出しについて
　　　　　　　⑦令和４年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和４年度内脱退組合員の持分清算について
　　　　　　　②令和５年度役員報酬の配分額決定について
　　　　　　　③役員災害補償（普通傷害保険）の契約更新について
　　　　　　　④組合新規加入申込者について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①職員夏季一時金の支給について
　　　　　　　②正組合員加入希望者に対する今後の加入手続の進め方について
６月10日（土）・宮管青年部連絡協議会令和５年度通常総会懇親会に井上理事長外出席
６月12日（月）・令和５年度「市民防災の日」仙台市総合防災訓練に井上理事長、吉田専務理事、堀理

事外参加
　　　　　　・宮城県中小企業団体中央会令和５年度（第67期）通常総会に井上理事長出席
　　　　　　・仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に白戸工事部長出席
６月14日（水）・全管連第352回理事会に井上理事長出席
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６月15日（木）・（公財）仙台市水道サービス公社第27回評議員会に井上理事長出席
６月19日（月）・宮城県建設産業団体連合会令和５年度通常総会に井上理事長、堀理事出席
６月21日（水）・㈱宮城県管工事会館役員会、同第50期定時株主総会に井上理事長、菅原・小林両副理

事長外出席
６月22日（木）・水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催、組合員等77名受講
　～23日（金）
６月26日（月）・令和５年度仙台市技能職団体連絡協議会優秀技能者表彰式及び通常総会に井上理事長

外出席、席上、組合員㈱ヨネヤマ設備の三ツ井修司氏が優秀技能者として仙技連会長
表彰を受賞

６月27日（火）・仙台東地区安全運転管理者事業主会令和５年度通常総会に井上理事長出席
　　　　　　・仙台市配水管工事業協会・仙台市水道配水管工事安全対策協議会令和５年度通常総会

合同懇談会に井上理事長外出席
６月28日（水）・６月度臨時理事会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①組合新規加入申込者について
　　　　　　・令和５年度宮管安全大会を開催、組合員等75名参加
６月29日（木）・（一財）みやぎ建設総合センター令和５年度第１回評議員会に井上理事長出席
７月３日（月）・全管連令和５年度通常総会・全国大会・懇親会に井上理事長、渡辺常任相談役、菅原

副理事長外出席
　　　　　　・令和５年度産業安全衛生宮城大会が開催され、席上、㈱三浦組（三浦修社長）と当組

合から推薦した佐静建設㈱（佐藤健社長）が建設業労働災害防止協会宮城県支部長か
らそれぞれ優良賞を受ける

７月６日（木）・上下水道委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①令和５年度工事事業の予算と実績（４～５月分）
　　　　　　　②仙台市指定給水装置工事事業者並びに仙台市公認排水設備工事業者数の推移
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①「水道フェア2023」について
　　　　　　　②「2023仙台市下水道フェア」について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①最近の諸課題等について
　　　　　　　②４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・上下水道委員会）意見交換会について
　　　　　　・2023仙台市下水道フェア出展団体担当者打合せ会に阿部経理係長出席
７月13日（木）・７月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③上下水道委員会報告
　　　　　　　④令和５年度安全大会実施報告
　　　　　　　⑤配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会実施報告
　　　　　　　⑥組合加入者について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和５年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　　　　　　　※その他
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　　　　　　　①宮城県立仙台高等技術専門校からの職業講話講師派遣依頼について
　　　　　　　②お盆休みについて
　　　　　　　③８月度定例役員会後の役員懇談会開催について
７月24日（月）・令和５年度「建設産業専門団体東北地区連合会（東北建専連）会員団体長等と東北地

方整備局との意見交換会」及び令和５年度東北建専連定期総会に井上理事長出席
７月25日（火）・「水道フェア2023」開会式に井上理事長外出席、上下水道委員会の神田和隆委員と古

山幸司委員が市民の相談等に応対
７月26日（水）・菊地厚太郎氏（大崎市管工事業協同組合元理事長）通夜に井上理事長参列
７月27日（木）・菊地厚太郎氏（大崎市管工事業協同組合元理事長）葬儀に渡辺常任相談役外参列
７月28日（金）・第29回宮管・管工事機材展示会説明会開催
７月31日（月）・令和５年度宮城県木造家屋等建築工事安全対策委員会並びに幹事会に井上理事長、白

戸工事部長出席
８月３日（木）・令和５年度第１・四半期監査会開催
　　　　　　・（一社）宮城県建築士事務所協会令和５年度納涼会に井上理事長出席
８月10日（木）・８月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③第１・四半期決算報告
　　　　　　　④第１・四半期監査報告
　　　　　　　⑤仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑥水道フェア2023報告
　　　　　　　⑦資材委員会報告
　　　　　　　⑧嘱託員の継続雇用について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①宮城県白石工業高等学校配水管技能講習会への協力について
　　　　　　・役員懇談会開催
８月17日（木）・組合員㈱仙台菊地組菊地昌樹社長のご母堂菊地幸子様の通夜に井上理事長参列
８月22日（火）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田専務理事、武田監事出席
８月23日（水）・令和５年度地区連絡会各ブロック代表者等による全体打合せ会開催
８月25日（金）・宮城県立仙台高等技術専門校職業講話に井上理事長外出席
８月30日（水）・全管連臨時総会及び第355回理事会に井上理事長出席
８月31日（木）・第65回東北エスロン会総会に小川常務理事出席
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理事（役員）会報告

－６月度理事会－　

１．日　　時　　令和５年６月８日（木）15：00 ～ 16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・赤間理事・松岡理事・小野理事・渡辺理事
　　　　　　　　　　　　　郷古理事・相澤理事・大浦理事・服部理事　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・白戸工事部長・小島資材部長　　　計４名

４．議題及び議事経過　　　　　　　
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の５月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について５月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③総務・厚生委員会報告
　松岡総務・厚生委員長より、６月６日開催の首題委員会で協議した令和５年度安全大会の開催要領
と、宮管親善ゴルフコンペ、給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会、宮管親善ボウリング大会
の各実施計画が報告されるとともに、排水設備工事責任技術者試験の受験準備講習会及びフルハーネ
ス型安全帯使用作業特別教育の開催について、次年度に向けて事務局で検討することとした旨が報告
され、一同了承した。
　
④広報委員会報告
　赤間広報委員長より、６月５日開催の首題委員会で、広報誌「みやかん」盛夏号の掲載予定記事等
の検討を行った旨が報告され、一同了承した。

⑤令和５年度通常総会等報告
　千葉事務局長より、５月22日開催の首題総会における出席者数と議案審議の結果、及び懇親会の収
支等が報告され、一同了承した。

⑥令和４年度出資金に対する配当金の払い出しについて
⑦令和４年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　須藤事務長より、令和５年度通常総会で可決確定した決算剰余金処分に基づく出資配当金及び資材
並びに工事利用分量割戻金について、支払方法等が説明され、一同了承した。

※協議事項
①令和４年度内脱退組合員の持分清算について
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　須藤事務長より、令和４年度内脱退組合員（２社）の出資口数に応じた持分の清算について説明さ
れ、一同了承した。

②令和５年度役員報酬の配分額決定について
　菅原副理事長より、令和５年度通常総会で可決確定した役員報酬について、その配分及び支給方法
等が提案され、一同了承した。

③役員災害補償（普通傷害保険）の契約更新について
　須藤事務長より、見出しの保険について概要等が説明され、継続加入することで一同了承した。

④組合新規加入申込者について
　総務・厚生委員会での審議と、㈲芳賀工業から提出された加入申込書類及び実態調査報告書の内容
により、同社の組合加入について諮ったところ、一同異議なく了承し、同社の加入が承認された。

※その他
①職員夏季一時金の支給について
　吉田専務理事より、今春の労使協定に基づく夏季一時金の支給について説明され、一同了承した。

②正組合員加入希望者に対する今後の加入手続の進め方について
　吉田専務理事より、準組合員エス・ケー・シー・リハウス㈲スピリッツから正組合員への加入希望
があり、今月中の加入意向があるため、総務・厚生委員会による実態調査を行った上で、同委員会と
理事会の審議は書面による持ち回りとしたい旨が提案され、一同了承した。

－６月度臨時理事会－　

１．日　　時　　令和５年６月28日（水）正午～ 12：10
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　１階　会議室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・吉田専務理事・小川常務理事・堀理事　
　　　　　　　　　　　　　議場に出席上記４名、書面出席10名、合計14名

４．議題及び議事経過　　　　　　　
※報告事項
①組合新規加入申込者について
　エス・ケー・シー・リハウス㈲スピリッツから提出された加入申込書類一式の内容と実態調査結果
報告書により、同社の組合加入について諮ったところ、一同異議なく了承し、同社の正組合員として
の加入が承認された。

－７月度理事会－　

１．日　　時　　令和５年７月13日（木）15：00 ～ 16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
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３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・赤間理事・松岡理事・小野理事・渡辺理事
　　　　　　　　　　　　　郷古理事・相澤理事・大浦理事・服部理事・堀理事　　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・白戸工事部長・小島資材部長　　　計４名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の６月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について６月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③上下水道委員会報告
　郷古上下水道委員長より、７月６日に開催した首題委員会において、令和５年度工事事業の予算と
５月までの実績、水道フェア2023と2023仙台市下水道フェアへの参加概要について説明を受けたこと、
また、最近の諸課題と４者間意見交換会の予定等について協議した旨が報告され、一同了承した。

④令和５年度安全大会実施報告
　相澤総務・厚生副委員長より、６月28日に開催した安全大会について、当日の次第、参加者数、費
用等が報告され、一同了承した。

⑤配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会実施報告
　小島資材部長より、６月22日の午前と午後、23日午前の計３回に分けて実施した首題講習会につい
て、受講者数、収支等が報告され、一同了承した。

⑥組合加入者について
　吉田専務理事より、６月度理事会で承認された㈲芳賀工業から６月16日に、６月度臨時理事会で承
認されたエス・ケー・シー・リハウス㈲スピリッツから６月29日に、それぞれ出資金と加入金が払い
込まれ、各払込日付で加入手続きが完了した旨が報告され、一同了承した。

※協議事項
①令和５年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　千葉事務局長より、今年度の地区連絡会ブロック会議について提案され、地区連絡会正副代表幹事
全体会議で開催案を説明することとし、一同了承した。

※その他
①宮城県立仙台高等技術専門校からの職業講話講師派遣依頼について
　堀理事より、今年度も仙台高等技術専門校が同校設備工事科の学生を対象とした職業講話を実施す
るに当たり、当組合へ講師の派遣依頼があったこと、井上理事長が講師を承引し、昨年同様メーカー
３社にも協力を依頼して対応したい旨が説明され、一同了承した。

②お盆休みについて
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　吉田専務理事より、今年度のお盆休業について、就業規則に定める８月14日～ 16日の３日間に加え、
４月度役員会で既決のとおり、８月12日を建設業週休二日制普及促進ＤＡＹへの取組日として指定有
給休暇制度を活用した休業日とし、８月11日～ 16日をお盆休業とする旨が提案され、一同了承した。

③８月度定例役員会後の役員懇談会開催について
　井上理事長より、８月度定例役員会終了後に役員懇談会を開催したい旨が提案され、詳細はあらた
めて案内することとし、一同了承した。

－８月度役員会－　　　　　　　　　　　　　　　 

１．日　　時　　令和５年８月10日（木）16：00 ～ 16：30
２．場　　所　　ホテルメトロポリタン仙台　３階　星雲
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・赤間理事・松岡理事・小野理事・相澤理事・大浦理事
　　　　　　　　　　　　　服部理事・堀理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計12名
　　　　　　　　監　事　　大泉監事・鈴木監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・白戸工事部長・小島資材部長　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の７月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について７月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③第１・四半期決算報告
④第１・四半期監査報告
　須藤事務長より、第１・四半期（令和５年４月１日～令和５年６月20日）の決算内容が報告された後、
大泉監事より、８月３日に行った監査の結果について適正に会計処理されている旨が報告され、一同
了承した。

⑤仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　白戸工事部長より、仙台市指定給水装置工事事業者は令和５年４月から令和５年７月末迄に７社が
新たに指定され、３社が指定廃止となったことから、７月末現在の指定業者数は557社になっている
こと、また、排水設備工事業者は令和５年８月１日付で新たに４社が承認された一方、２社が承認取
り消しとなったため、同日現在で376社になっていることが報告され、一同了承した。

⑥水道フェア2023報告
　服部上下水道副委員長より、７月25日にせんだいメディアテークで開催された首題フェアについて、
当組合の出展内容と当日の様子等が報告され、一同了承した。
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⑦資材委員会報告
　大浦資材副委員長より、８月７日に開催した委員会において、令和５年度６月分までの資材販売実
績が報告されたこと、次いで、第29回宮管・管工事機材展示会の実施要領等について協議し、下記の
予定で準備を進めていくこととした旨が説明され、一同了承した。
　開催日時：令和５年９月15日（金）10：00 ～ 16：00　場所：サンフェスタ卸町会館

⑧嘱託員の継続雇用について
　吉田専務理事より、令和５年９月12日付で現契約期間が満了となる資材部営業課配属の嘱託員１名
について、向こう１年間雇用を延長したい旨が説明され、一同了承した。

※協議事項
①宮城県白石工業高等学校配水管技能講習会への協力について
　堀理事より、首題の件について昨年度に引き続き宮城県白石工業高等学校から講習会開催に対する
協力依頼があり、昨年同様メーカー３社の協力を得て10月３日～４日に実施したい旨が提案され、一
同了承した。

職員の人事

○採用
【令和５年10月１日付】
　髙　橋　　　輝　　修繕センター部南エリア担当

仙台営業所　仙台市太白区中田3-9-16（旭コアビルＡ棟201）
〒981-1104　TEL（022）399-7456（代）　ＦＡＸ（022）399-7457
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夏は夜

ミノワ設備工業㈱　代表取締役　
宮城県管工業協同組合
総務・厚生委員　氏　家　利　明

　８月初めにこの文章を書いておりますので季節がややずれていることと思いますが、ご容赦願いた
いと思います。大したネタもないので私自身の過酷な夏の思い出をつらつらと書かせていただきます。
夏の暑さにへこたれそうになると必ず思い出す、あの辛かった２週間。
　もう40年以上前になってしまいましたが、高校時代の部活動、ハンドボール部の夏合宿です。当時
私が通っていた高校には粗末な合宿所がありました。夏休みと春休みには多くの運動部が交代で合宿
所に泊まり込み練習漬けの毎日。食事は通常は学食として営業している食堂のおじさん・おばさん夫
婦が日に３食出してくれていました。確か１食200円程度を前納していたように思います。当時とし
ても１食200円の食事ではもたないだろと思いましたが、練習がきつすぎて前半は食欲が全く湧かず、
不満も感じませんでした。しかし、後半は慣れてきて食欲が出てきます。おかわりもできるようになっ
てきます。そして忘れもしない、夕飯がカレーライスだった時のこと、おかわりをもらいに行った我々
におばさんから衝撃の一言、「今日から入っているブラバンがご飯いっぱいおかわりしちゃって…。」
あいつら絶対許さねぇ。とりあえず余ってたカレーだけもらってすすり

4 4 4

ました。
　さて、わがハンドボール部は朝６時に起床、夜９時の練習終了まで食事時間とわずかな休憩時間以
外、とにかくしごかれまくります。当時は精神論がまかり通っていた時代、真夏の炎天下で走りまくっ
ているのに水分補給は全くさせてもらえません。仕方なく、足元の滑り止め用に撒く水を汲んだバケ
ツに顔をつっこんで飲んでいました。ちなみに、ハンドボールは一般的には室内競技ですが、当時体
育館に余裕がなく、貸してもらえず、通常練習はいつもグランドです。昼休みを挟んで夕食前までラ
ンニング・ダッシュ・ボールを使って戦術練習とメニューをこなしていきます。夕食が済むと夜には
空きがある体育館の半分を借りて基礎体力作りの時間です。腹筋・背筋・うさぎ跳び・アヒル歩き・
両足持たれて両手だけで走る、通称一輪車などなど、昼練習より涼しいので体力的には楽ですが、合
宿初日にして激しい筋肉痛を抱えます。次の日からそのボロボロの体であと13日耐え続けなければな
りません。
　ようやく１日目の練習を終え、重たい体を引きずって風呂場に向かいます…が、やられました。ラ
グビー部と野球部の連中が湯舟を見事な泥水にしてくれた後でした。浴槽の底がジャリジャリするぞ。
お前らわざとやってんだろ。入ったらかえって汚れちまう。みんな我慢して入ると言っているけど、
私と悪友２人は入りたくないので、仕方なく照明もないグランド端のトイレのとなりの、水しか出な
いシャワー室まで３人でトボトボと向かいます。なんかトイレ臭いけど真夏の暗闇で浴びる真水シャ
ワーは意外と快感でした。これ以降数日間、３人で毎晩シャワー室通いが続きましたが、ある晩、とっ
ても素敵なことに気づいてしまいます。プールがあるじゃないの。
　当時のわが校のプールは大通りの歩道沿いにあって、男子校だったので大した目隠しもなかったよ
うに記憶していますが、もう深夜の時間帯、道行く人影もなく守衛さんの見回り以外、何の問題もな
いということに。それからは毎晩風呂代わりに勝手にプールに浸かっていました。プールの中で体も
洗ったし、シャンプーも。快適快適。25メートルプールを３人で貸し切りですから、理系志望の３人
は濃度的にはまったく問題ないという結論を導き出し、一切遠慮なしです。でも水泳部ゴメン。優雅
なナイトプールに筋肉痛でボロボロの体を浮かし、３人でしばらくプカプカ、空を見上げれば満天の

投　稿
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星。辛い合宿生活の中で唯一の快適な時間。そんなこんなでなんとか合宿の全行程を終え、少したく
ましくなった自身の体とあの辛さに耐えきったことへの精神的な自信を得ました。耐えきれず合宿途
中で部を去った者もいたわけですが。その後は今現在に至るまで体力的にきついと感じるときはいつ
もあの合宿を思い出し、あの時よりだいぶマシだろと自分に言い聞かせてここまで生きてきたように
思います。
　厳しい暑さの中で投稿の順番が回ってきましたので、こんなとりとめもない記憶をだらだらと記し
てきましたが、実は３年ほど前、前出の悪友のうちの１人が病に倒れ故人となってしまったことから
あの頃をよく思い出すようになっていました。良い機会なので書かせていただきました。疎遠になっ
ていたとはいえ、同じ記憶を共有している数少ない仲間がいなくなるのはとても辛いことです。御同
輩の皆様におかれましては、くれぐれも健康に留意してご自愛いただきたいと切に願います。
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国税だより国税だより
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青　葉　

　令和５年若草号から、仙台市内の地名の由来を紹介しています。
　仙台が、城下町として誕生したのは、今からおよそ420年前に遡ります。慶長６（1601）年に、伊
達政宗が仙台城の築造を計画し、仙台城下の町割りや屋敷割りを行い、そして、慶長８（1603）年８
月に、岩出山城下から約５万人が移ってきたとされています。

　青葉区は、仙台市が政令指定都市となった平成元（1989）年４月１日に誕生した。
　青葉区西部の奥羽山脈から流れる広瀬川とその支流の流域に従って、東西に細長い形の区となって
いる。区西部の旧宮城町は、愛子盆地を中心とした地域で、青葉山丘陵によって区東部と地形的には
分断されている。青葉山丘陵の北部はベッドタウン、丘陵の東端の青葉山には仙台城や東北大学川内
キャンパス・青葉山キャンパスがある。丘陵の東側は広瀬川の河岸段丘になっており、仙台市役所、
宮城県庁、仙台駅、東北大学片平キャンパスなど、市の主要施設が集中する仙台市都心部で江戸時代
から仙台の中心だった。
　古くから仙台には、青葉城、青葉通、青葉町等の名称がある。特に明治以後に、地名のみならず青
葉にちなむ名称が愛用され、かつては東北新幹線「あおば」号もあった。

　・青葉山
　　　仙台において、青葉の名前で呼ばれた最初は青葉城（仙台城）が築かれた青葉山と伝わっている。
　　　『残月台本荒萩』によると「寂光寺はもと御本丸に立居たり。（中略）又残月亭の南脇御本丸と

御二丸の間を青葉山寂光寺と言ふ。」（寂光寺の山号を青葉山と称した）という記述がある。この
山号の青葉山が青葉山に由来するのか、いつから青葉山と呼ばれていたかは不明である。

　　　なお、青葉山の名は仙台には限らず、昔から方々で呼ばれた名称であり、『古事記』にも記述
がある。

　・青葉通
　　　戦後、仙台駅から西へ旧青葉城大手に向かって割り出された大通りで、青葉城に向かっている

ことが由来である。見事なケヤキ並木が有名。
　・青葉町
　　　昭和43（1968）年２月１日住居表示の実施に伴い、青葉町の地名が誕生した。この地名は、青

葉神社とこの辺りの景観にあやかったものと伝わる。
　　　なお、青葉神社は、明治６（1873）年に、有志の人々が連名で伊達政宗の霊を崇

あが

めるために、
神社を建立して奉

ほう

祀
し

したいと願い出、翌年に許可された神社であり、鎮座以来、地元の人々から
愛されていることが窺

うかが

える。

仙台地名の由来仙台地名の由来

仙台で青葉の名称の初出は青葉城（仙台城）が築かれた青葉山と伝わっていますが、
昔から全国各地にも青葉という名称が見られます。

Mr. みやかん
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「花
は な

発
ひ ら

いて風雨多し」
（花が咲く季節には風は雨が多いということから）絶好の時機にはとにかく支障が生じやすいも
のだというたとえ。世の中は思うようにならないものだというたとえ。

諺・漢字コーナー諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　豪傑（　　　　　）

２　潤色（　　　　　）

３　説諭（　　　　　）

４　惰眠（　　　　　）

５　足袋（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　発展に多大なコウケンをする。　　　　　　　　　　（　　　　　）

２　鳥はコウオン動物の仲間だ。　　　　　　　　　　　（　　　　　）

３　政策コウリョウをまとめた。　　　　　　　　　　　（　　　　　）

４　彼はケンキョな人だ。　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

５　長期のケンアン事項が解決した。　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１　千（　　）一　失　　　 　　 ２　東　奔（　　）走

※解答は40頁です。

㍿ 髙橋セメント工業所
日本産業規格認証取得工場

マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219
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編集歳時記
（2023年清秋号№508）

　７月下旬、大暑のこの時期にこの原稿を書いております。
　連日30℃を超す中、「少しでも涼しい気分を味わえるような文章を書きたいな」と思い、趣味であ
るフライフィッシングに行った思い出を書かせていただきます。
　あの日の釣りは太陽が燦々と降り注ぎ、森の中に心地よい風が吹いていました。渓流に足を踏み入
れると、水の冷たさが足元から全身を包み込みます。涼やかな感触が心地よく、暑い夏の日差しを忘
れさせてくれました。
　竿を手に、巧みにキャストを放ちます。水面に毛バリの優雅な波紋が広がるたびに、心が高揚して
いきます。時折、鳥のさえずりが耳に響きます。深い山の中で、自然の調和が感じられる瞬間です。
そして、ついに一匹の小さな美しいヤマメと出会いました。その鮮やかな模様はキラキラと輝いてい
ました。釣り師としての誇らしさと、「暑い中来て良かった」と釣り上げた瞬間の感動が胸に広がり
ます。渓流釣りは、道中、汗をかきながら山道を延々歩いたり、崖を上ったり、仕掛けが絡まったり
と苦労もありますが、世界の喧騒を忘れさせ、自然と調和する至福の時間です。清々しい水と風、生
命の息吹に包まれたあの日のことは、１匹の小さなヤマメのみの釣果でしたが、心の中でずっと輝い
ています。
　清秋号が皆様に届く頃には暑さもだいぶ収まり秋の気配が進んでいると思います。秋の行楽シーズ
ンで自然に触れ合う機会が多くなると思います。
　今年は熊の出没が多く見られるのと、昨今の異常気象等もありますので、釣り、山菜採り、アウト
ドアを楽しむ方はご用心をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金来和広（㈱ユーワ技研）
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．ごうけつ　　２．じゅんしょく　　３．せつゆ　　４．だみん　　５．たび

二．　１．貢献　　２．恒温　　３．綱領　　４．謙虚　　５．懸案

三．　千慮一失（せんりょのいっしつ）
　　　　賢い者の考えでも、なかには誤りがあること。

　　　東奔西走（とうほんせいそう）
　　　　目的を遂げるため、四方八方手を尽くして走り回ること。

宮城県管工業協同組合　第46期　広報委員会

委 員 長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　佐　藤　　　健　（佐 静 建 設 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　金　来　和　広　（㈱ ユ ー ワ 技 研　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　映　二　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　大　友　　　進　（東 水 工 業 ㈱　専 務 取 締 役）

専務理事　吉　田　秀　之
理　　事　堀　　　政　信

編集・発行


